
1
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はじめに

「建築基礎構造設計指針（2019）」
（日本建築学会）において、液状化
判定対象に洪積層の記載が追加
された。

↓

洪積層の液状化判定について考
え方、補正などについて話題提供
を行いたい
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【建築】洪積層の液状化判定
対象とすべき土層

建築基礎構造設計指針（2019）ｐ50

【建築】洪積層の液状化判定
洪積層の考え方

建築基礎構造設計指針（2019）ｐ52-53
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沖積層・洪積層について

日本応用地質学会
中国四国支部

Q&Aより

完新世＝沖積層

更新世＝洪積層

ではないが、1.8万年
～1.2万年前を境とし
て慣例的に沖積層、
洪積層と呼ばれるこ
とが多い

名古屋市域における地層の情報

出典

最新名古屋地盤図
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名古屋市域における地層の情報

名古屋駅周辺を東西に通る
断面（4-4’）の例

出典：最新名古屋地盤図

出典：最新名古屋地盤図
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出典：最新名古屋地盤図

液状化履歴マップ

出典：若松加寿江：日本の液状化履歴マップ 745-2008
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洪積層の液状化判定は行われてきたか？
かつては建築基礎における洪積層の液状化判定は不要であったが、
念のため、地下水位以深～GL-20ｍ間の砂質土、礫質土について
液状化判定している例はあった。

①地層の堆積年代を特定するためには、既往ボーリングのデータ
ベースが整備されていたり、放射性炭素14Cを用いた年代特定や火
山灰分析、花粉分析等が必要であるが、建築ボーリングではほとん
ど行われておらず、強度、N値の相対的な差によって沖積層、洪積
層を区別している場合が多いため。

②地層の堆積は連続して起こっているため、沖積層と洪積層の境界
で明確に強度が変化するとは限らず、洪積層であっても比較的新し
い地層ではN値の低い部分があるため。

③FLが1を上回れば問題がなく、これを確認するため。

洪積砂地盤の液状化強度

例えば同じN値でも、洪積砂地盤の液状化強度
は沖積地盤の液状化強度よりも大きいとされる
論文が多い

→洪積地盤に対して指針通りの判定手法を用
いると、不経済となる恐れがある



7

洪積砂地盤の液状化強度測定事例

出典：尾関浩「洪積砂地盤の液状化強度測定事例」

全地連「技術フォーラム2015」名古屋

N値と土質試験結果による比較
N値を用いる場合の液状化判定結果と、土質試
験（繰返し非排水三軸試験）結果を用いる場合の
比較では、土質試験を用いたほうがFL値が2倍
程度大きい結果となった

出典：古谷他「洪積砂質土層での液状化判定方法の一考察」

地盤工学ジャーナル Vol9,No.4,633-643
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液状化強度補正の例

宅地の液状化被害可能性判定に係る
技術指針・同解説（案）

おわりに
建築基礎の液状化判定については、地層の
判定（沖積層、洪積層）、土質試験結果等を
適切に判断することが重要

洪積層については「総合的に検討する」→機
械的に沖積層と同様の判定を行うのではなく、
強度割増などの工夫の余地がある

各地で刊行されている地盤図や、液状化履
歴などを調べておくと、液状化判定に対する
精度が高くなる
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ご清聴ありがとうございました


